
　11．九州（地域別調査機関：公益財団法人九州経済調査協会）

（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎
一般小売店［生花］（経
営者）

・３～４月は卒業、入学シーズンで花の注文がある。

○
商店街（代表者） ・４月は異動時期であり、就職や進学等により人の動きがあるた

め、消費も上向いてくると期待している。

○ 商店街（代表者） ・年度末や統一地方選挙の動向が加速すると予測される。

○
商店街（代表者） ・３～４月は、入学や就職等で人や物が動く時期であるため、今の

悪い状況が若干改善していく。

○

一般小売店［茶］（販
売・事務）

・季節的に来店客数は増加する。ただ、客は消費税引上げに備え節
約しており、今後売上はかなり減少すると予想される。

○
百貨店（営業担当） ・販売量は気温の変動に左右されるが、入館客数は堅調で、春休み

以降の需要拡大に期待している。

○

百貨店（プロモーション
担当）

・改元に伴うゴールデンウィーク10連休を控え、一時的に消費は上
向くと考えられる。しかし長期的にみると消費税引上げがあり楽観
視できない。

○
百貨店（売場担当） ・改元に伴い、気分も新たになり需要が伸びる。電気製品等の買換

え需要も消費税引上げまで増えると予測している。

○
衣料品専門店（総務担
当）

・今月の状況が余りにも悪いため、今が底であると考え、今後若干
上昇すると期待を持っている。

○

家電量販店（店員） ・テレビや洗濯機、冷蔵庫については、若干良い商品を購入しよう
とする客が増加しており、単価が上がっている。新生活の時期でも
あり、新機種の増加にも期待している。

○ 家電量販店（従業員） ・新生活シーズンで家電の需要が増え、景気は若干上向く。

○
家電量販店（広報・IR担
当）

・底堅い買換え需要や東京オリンピックを控え、2020年までは多少
の上昇を見込める。

○

その他小売の動向を把握
できる者［土産卸売］
（従業員）

・春の行楽シーズン及び皇太子殿下の御即位や大型連休もあり、観
光客の増加が期待される。

○

高級レストラン（経営
者）

・当店では、年間を通して売上が悪い月が、２月と９月である。特
に今月は、天候も悪く、大河ドラマも終わり客足がない状態であ
る。しかし、今から３か月にかけて歓送迎会や異動時期であり、こ
の先祭りやゴールデンウィークもあることから、景気は良くなる。

○

一般レストラン（経営
者）

・働き方改革での残業時間数制限に加え人手不足が加わり、入店制
限や営業時間の変更等を強いられることが考えられるので、先行き
不安である。

○
都市型ホテル（スタッ
フ）

・訪日外国人を中心に団体予約も好調である。ホテルの開業ラッ
シュの影響も受けず当分売上は上昇する。

○
通信会社（企画担当） ・客全ての事業が縮小しているわけではなく、時期を考慮してから

の依頼が多い。

○ 通信会社（営業担当） ・年度末の業界の動きが活発になる。

○

ゴルフ場（従業員） ・３～４月の予約も例年より若干増えている。これから気候も良く
なり、10連休のゴールデンウィークもあるので、更に営業活動を強
化することで天候に左右されながらも、入場者の増加に期待してい
る。

○

美容室（経営者） ・現在が底の状態のため、２～３か月先の景気は良くなる。徐々に
暖かくなると服装にも変化があり、化粧品業界の客の動きも活発に
なる。今後の景気は上昇してくる。

○
美容室（店長） ・１～２月に来店しなかった客も、外出する機会が多くなり、当店

の利用も増えていく。

○

住宅販売会社（従業員） ・不動産関係では、取引の問合せ等が若干増えている。建設関係工
事の増加に伴い、年度末を迎え支払も増加することから景気は良く
なる。

□ 商店街（代表者） ・景気的には変わらず低迷気味である。

□

商店街（代表者） ・当店は、年金受給者の客が多いため、年金が支給される月は売上
が少し戻り、翌月は落ちる状況から、購買に結び付いていない。将
来不安のために金を使わず、現在手持ちの物で済ませる節約志向の
客が多い。

□
一般小売店［鮮魚］（店
員）

・４～５月は改元の影響が全く分からず、先行き不安である。
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□

百貨店（営業担当） ・バレンタインを含め自家需要商品は依然堅調である。家具家電の
買換え需要やふるさと納税商品、学生服等の新入学需要での来店客
は増加しており、また、友の会春コース満会、新年度入会により来
店機会の増加もしている。購入促進と慎重な購買姿勢は継続してい
るが、今後に期待できる。

□

百貨店（営業担当） ・今までけん引していた訪日外国人の売上が、中国の電子商取引法
が変わり、前年はクリアしているものの、その伸び率は鈍化し厳し
い数字になっている。中国の景気も徐々に回復しており、若干明る
い兆しが見え始めた。

□

百貨店（経営企画担当） ・閉店セール特需の反動により、売上に影響はあるものの、改装に
よる客数増加や消費税引上げ前の駆け込み需要等により、四半期を
通じ大きく変動しないと見込んでいる。

□

百貨店（売場担当） ・このところ全店舗で前年の売上を達している。３月については、
店舗のリニューアルもあり良くなると予測しており、４～５月は市
況的には悪いとは考えられない。衣料品の動きは悪いが、食品、シ
ネマ、レストランは上向いており、雑貨については、化粧品が相変
わらず伸びている状況である。

□

百貨店（業務担当） ・客の買物に対する姿勢は依然慎重で、ヒット商品もないため、季
節の変わり目であるが、動きが見られない。今後、客の購買に動き
が活発になるとは考えられない。

□

スーパー（店長） ・消費税引上げ前の一時的な動きが活発になる可能性はあるもの
の、その反動は年末に押し寄せ、全体的に消費は停滞傾向である。

□
スーパー（店長） ・消費税引上げによる影響が出ると予想されるが、軽減税率がある

ため大きく変わらない。

□

スーパー（総務担当） ・気候が良くなり、新年度には、改元や大型連休等心理的には明る
いムードとなる好材料がある。しかし、若干の売上では、ディスカ
ウント店との価格競争やパート、アルバイト等人手不足による人件
費高騰のような状況下で、収支のバランスをうまく改善していくの
は難しい。

□
スーパー（経理担当） ・総菜類は、一定の売上を上げている。春からは加工食品を始め値

上げがめじろ押しで、消費に影響が出る。

□

スーパー（統括者） ・春から仕入単価が上がる予定の商材が多数あり、価格に敏感な消
費行動が散見されることから、価格転嫁は難しい。消費税引上げを
控えていることもあり、今年中の景気浮揚は見込めない。

□ 衣料品専門店（店長） ・相変わらず来街者がほとんどなく、来店も少ない。

□ 衣料品専門店（店長） ・余り変化はない。

□
家電量販店（店長） ・春の移動需要の時期に入っているが、前年と比較して動きが非常

に鈍く、景気回復する要因がない。

□
家電量販店（総務担当） ・春の移動マーケットも年々縮小しており、効果的な集客対策が見

当たらない。

□

乗用車販売店（総務担
当）

・４月になると年度末商戦の一服感があり、売上が低迷する。経営
としては、売上の落ち幅を減少させるために、積極的な営業活動が
必要である。

□ 乗用車販売店（代表） ・変わるような要因がない。

□

住関連専門店（経営者） ・春に統一地方選挙があるが、その時期になると商品が売れなくな
る。また、10月の消費税引上げの影響は、まだ出ていない。

□

その他専門店［ガソリン
スタンド］（統括）

・３～４月においては、人や物流が動くシーズンを迎え、それに伴
う自動車等の利用による燃料油消費やカーケア商品の販売増加に期
待したい。

□

その他小売の動向を把握
できる者［ショッピング
センター］（支配人）

・今後、２～３か月の動向としては、プラスもマイナスも与件は少
なく、変わらないと考えている。暖冬の影響は脱するものの、物販
系がこの冬の商戦で疲弊していることからも、積極的な販売促進は
少ないと考えている。消費税引上げ前後は、消費者の購買意識に直
結するため、良い影響が出ることに期待したい。

□

その他小売の動向を把握
できる者［ショッピング
センター］（統括者）

・ゴールデンウィークの10連休で売上は上がる可能性は高いが、前
後の買い控え等で例年並みに落ち着くと予想している。

□
スナック（経営者） ・今月は前年割れをした。１月は前年並みで、景気の上向きを感じ

させる要素は見当たらない。



□

観光ホテル（総務） ・２～３か月後について、今月とは大きく変わらないが、前年同期
と比較すると悪くなっている。熊本地震後の復興景気の力強さは薄
れている。

□
都市型ホテル（販売担
当）

・５～６月は、宴席を多数獲得できる見込みであるが、売上は前年
と余り変わらないと予想している。

□

都市型ホテル（スタッ
フ）

・宿泊施設数は依然増加しているが、競合はないため影響は少な
い。多少は平日の販売数に影響は出るものの、単価のコントロール
で売上は維持できると予想している。

□

旅行代理店（従業員） ・10連休はかなりの予約数となるが、その前後の４月中旬とゴール
デンウィーク明け以降の予約が極端に少ない。トータルすると、４
～５月の単月でみると前年割れが懸念される。

□

タクシー運転手 ・病院や買物等のタクシー利用の高齢者が、減少傾向にある等不安
要素はあるものの、催物や国内外からの観光客増加に伴う宿泊施設
の増加も進み、タクシー利用も堅調さを維持している。

□ タクシー運転手 ・統一地方選挙がある時期は、人の動向が少なくなる。

□
設計事務所（所長） ・今月はやや悪いことにより、２～３か月先も変わらずやや悪い状

況である。

□
設計事務所（所長） ・世界経済が余りにも不透明で、先行き不安である。好景気と報道

されるが、地方では実感がない。

□ 設計事務所（代表） ・好材料が見当たらない。

□
住宅販売会社（従業員） ・住宅ローンの低金利状況が続けば、今の状況は持続していく。

▲

商店街（代表者） ・労働者不足による賃金上昇等のコスト高が原因で、食料品等の値
上げが報道されており、商店街の客層である高齢年金生活者の消費
が一段と落ち込むことを危惧している。

▲
商店街（代表者） ・景気の状態が、少しずつ落ち着いている。特に小売業は一段と厳

しい状態になる可能性がある。

▲
商店街（代表者） ・卒業、入学、就職等でかなり出費が多いため、一般家庭では節約

が多くなり景気が良くなるとは考えられない。

▲

百貨店（マネージャー） ・今後の株価や為替等の変動により世界経済が減速する可能性があ
り、10月の消費税引上げ前の駆け込み需要による購買意欲が、どこ
まで伸びるかが不透明である。

▲

スーパー（店長） ・５月に大きなホームセンターが開業するため、客数が減少する懸
念がある。対策としては、ギフト関係や晴れの日の催し等店内のイ
ベントを早めに展開し、競合対策を講じている。衣料品に関して
は、天候にかなり苦戦しているため、催事等の企画で前年並みの売
上を確保したいと計画している。

▲
コンビニ（経営者） ・景気というより、過当競争という構造的な要因が進み、売上が減

少することを危惧している。

▲

コンビニ（経営者） ・消費税引上げを間近に控え、客の消費動向は相変わらず厳しく、
買い控えも出ている。消費税引上げ前の購入効果を期待している
が、厳しい状況が続く。

▲ コンビニ（店長） ・米中貿易交渉等、世界経済の状況が不安を招いている。

▲

高級レストラン（経営
者）

・来月の予約は鈍く、まだ余裕がある状況である。歓送迎会の季節
でもあるので、多少団体の来店が望めるが、12月の忘年会と比較す
ると単価の安い歓送迎会になり、客単価が上がらない時期である。
数をこなし売上を伸ばすよう努力していく。

▲
タクシー運転手 ・客の消費動向は、かなり下がっている。マスコミ報道とは違い、

かなり厳しくなっている。

▲
通信会社（企画担当） ・光回線エリアの拡大が一段落し、拡大販売の要因が減少する。

▲ 競艇場（職員） ・景気下降傾向に歯止めを掛ける好材料が見当たらない。

▲
美容室（経営者） ・景気の良い話を聞くこともないが、熊本地震で不安定な生活状態

をしている人が多い。

▲

理容室（経営者） ・卒業や入学、就職等で人の移動が始まり、３～５月は厳しくな
る。当県は人口の流出が続いているため、明るい材料がない。

×

スーパー（店長） ・店頭における消費者の節約志向は、依然として変わらず、消費税
引上げに向け一層強くなる。また、これに対して競合店舗との競争
が厳しくなり、売上の確保が困難になると予想される。

×
乗用車販売店（販売担
当）

・ゴールデンウィーク10連休に出費がかさむため、大きい買物を控
える客が多い。

◎ － －企業
動向



○
出版・印刷・同関連産業
（営業担当）

・年度末の売上の見通しが若干良い。

○

鉄鋼業（経営者） ・前年９月頃から新規建築、土木物件の出店が減少し、出店しても
施主、需要家が材料手配を早く着手しないことにより、受注量の停
滞が続いている。しかし、今月に入り春先から着工となる物件材料
の見積りが増加しており、今後の需要に期待したい。

○
金属製品製造業（事業統
括）

・例年に比べ受注残に伸びがあり、今後上向く傾向である。

○

一般機械器具製造業（経
営者）

・ユーザーの担当者との打合せで、今年度の終わりから来年度に掛
けては、それなりの動きが出るため、その準備に取りかかっている
状況である。

○

電気機械器具製造業（取
締役）

・３月より新工場が稼動し、取引先からの引き合いは強く上昇傾向
にある。また、板金精密加工の子会社においても工場の増設に着手
しており、スペース、人、営業の力があれば今後の景気に期待でき
る。

○
輸送用機械器具製造業
（営業担当）

・来期計画での生産数量予測も、現時点での１日当たりの生産数量
に対して増加傾向である。

○
その他製造業［産業廃棄
物処理業］

・諸問題はあるものの、増産はしていかなければならない現状を考
えると、少しずつではあるが景気は上昇をしていく。

○

輸送業（従業員） ・一時的ではあるが、ゴールデンウィークの10連休を考慮して、各
荷主は取扱増を想定しながら生産調整を行うことが予想される。そ
のため、倉庫を中継地として活用する荷主が多くなる。

○

金融業（営業担当） ・一般商品では、住宅や車、家電に関して、年度決算や消費税引上
げ前の駆け込み需要があるため、売上が活発になり、販売営業も若
干の期待が持てる。

○
不動産業（従業員） ・賃貸マンションの入居率が高水準で推移しており、今後も継続す

る。

○

経営コンサルタント（代
表取締役）

・予想しづらい状況であるが、３月に向けて景気は多少上向く。現
在の社会情勢等を考えても底ではないため、春先に掛けて若干では
あるが、景気回復基調は予想される。

□

農林水産業（経営者） ・３～４月は異動時期や行楽シーズンも控え、スーパーマーケッ
ト、居酒屋の外食関係は伸びる。冷凍食品メーカー向けは新しいメ
ニューの生産で若干期待はできるが、供給過剰からの市場の混乱で
価格が下がると考えられる。業界の生産は、卵の生産調整からくる
超過剰な原料発生で工場はフル操業しているが、販売が厳しく在庫
過多等大きな経営負担を強いられている。需要供給のバランスが元
に戻るのは、早くて夏、遅ければ秋口だと予想している。

□

家具製造業（従業員） ・訪日外国人によるホテル需要は相変わらず増加しており、ホテル
の建築は2022年まで計画が降りている。しかし、家具業界全体を押
し上げるほどのインパクトはなく、人口減少による家具需要は年々
低下傾向が続いている。

□

窯業・土石製品製造業
（経営者）

・以前３～４月に婚礼、就職祝い等に贈られていたギフト商品が、
近年では少なくなり、このまま横ばい状態が続いていく。

□
一般機械器具製造業（経
営者）

・ユーザーの受注状況を確認すると、数か月で景気が上向きになる
との情報は少ない。

□
精密機械器具製造業（従
業員）

・受注量の計画が安定せず、まだ先が見えず予断を許さない状態で
ある。

□ 輸送業（従業員） ・受注数、受注単価は変化がない。

□
通信業（職員） ・来年度の受注量は増えると見込んでいるが、４～５月に大きく変

わるとは考えていない。

□

金融業（従業員） ・公共投資は災害復旧関連工事等もあり、高水準で推移している。
また、企業の求人意欲が旺盛で、雇用者所得は増加傾向にあるが、
人手不足が多くの業種で経営面の障害となっている。

□

金融業（調査担当） ・取引先の資金需要や取り巻く環境は、ここ１年大きな変化はな
い。2019年は皇太子殿下の御即位、Ｇ20サミット日本開催、消費税
の引上げ等トピックが続く年となる。米国の利上げ停止が見込ま
れ、欧州ではけん引役のフランスやドイツの首長在位の行方、英国
のＥＵ離脱問題、米中貿易摩擦等世界景気を揺るがす大きな要因が
散見され、上下変動がある局面とみている。

動向
関連

(九州)



□

金融業（調査担当） ・当面は、現状程度の推移となるが、世界経済の減速懸念が高まっ
ており、中長期的には地元景気においても下押し圧力が強まってい
く。

□
新聞社［広告］（担当
者）

・３月の申込状況が、余り良くない。

□

広告代理店（従業員） ・今月の新聞折込受注枚数は、前年比94％と前年を上回ることがな
い。百貨店、スーパーマーケット、娯楽施設等主要な業種が低調で
活性化が見られないが、自動車、家電の業種が今月比較的好調で、
３月商戦に期待している。

□
経営コンサルタント（社
員）

・状況が急速に変化するとは予想されず、このまま沈滞感が続く。

□
経営コンサルタント（代
表取締役）

・ホームページのアクセス数、問合せ件数に大きな変化がない。

□

経営コンサルタント（社
員）

・高所得者の訪日外国人は、一層増えると予想され、それを意識し
た商品開発も進んでいる。国内消費が停滞しているため、両方の状
態が上向かなければ景気は良くならない。

□

その他サービス業［物品
リース］（支社長）

・リース会社目線では、働き方改革の影響により、機械の製作に時
間が掛かっており、リース物件の納品期日が以前より長くなってい
る。よって売上が上がらず、全損型の定期保険が売止めになること
で、中小企業の経営者は損金処理に頭を悩ます可能性ある。正当な
設備投資による損金処理の増加を期待している。

▲
農林水産業（従業者） ・暖冬により出荷量増加が予測され、供給量が需要を超えることが

懸念される。

▲
食料品製造業（経営者） ・これから端境期に入るため、販売が苦戦する。

▲
繊維工業（営業担当） ・値上げをせずに、今の状況で続けられるのか不安である。人手不

足も大きな問題である。

▲
建設業（従業員） ・見積案件は多いが、なかなか受注に結び付かず、景気はやや悪く

なる。

▲

輸送業（総務担当） ・働き方改革の影響により、人事労務コストが増加している。大企
業は既に対策を講じており、中小企業は対応に苦慮することにな
る。事実、当社でも影響は大きく、有給の取得義務化や上限規制等
により、かなりのコストアップとなる。仕事量は増加しているが、
機械化や賃金上昇等の生産性を上げるための対策に対する国の助成
金は、年度末までの予算のため実際利用できず、負担が増えること
になる。荷主に対し、値上げや業務改善を依頼するが、中小企業に
は限界がある。

▲

金融業（営業） ・中国向け輸出の鈍化等で、ここ数か月は目に見えて景気が悪化し
ている。業績不振企業の廃業や融資条件緩和の依頼が増加してい
る。

×
電気機械器具製造業（経
営者）

・主要取引先は、上期９月までは低調の予想である。

×
建設業（社員） ・前年比で比較すると若干増えてはいるものの、民間工事も発注が

少なく、期待できそうにない状況である。

×

その他サービス業［コン
サルタント］（代表取締
役）

・今年度の市町村の調査や計画策定の業務は、子育てに関する計画
のニーズ調査業務で、年度末近くになって入札が行われる。半額以
下の価格で応札している業者が多いため、他に調査や計画策定の業
務の発注がないことから、調査等を請け負う業者の景気は、更に悪
くなることが予想される。

◎ － －

○ － －

□
人材派遣会社（社員） ・大型連休が入ると例年動きが鈍くなるが、春先にむけて好況にな

ることはない。

□
人材派遣会社（社員） ・新年度に向けての契約更新も確認が終わり、新規の注文は現段階

ではない。一旦落ち着いている。

□

求人情報誌製作会社（編
集者）

・例年、春先は求人や求職共活発に推移するが、このところの採用
難で求人を控える傾向が強くなっている。また、Ｗｅｂの求人検索
サイトから直接求人をする企業も増加傾向である。採用手段の多様
化が、今後更に進む可能性がある。

□

新聞社［求人広告］（担
当者）

・熊本城見学ルートの一部復活や世界女子ハンドボール、ラグビー
ワールドカップ等の世界的なイベントに向け、訪日外国人の受入体
制も進んでいるが、実際に景気が上向くのは、もう少し開催時期が
近づいてきてからだと予想している。

雇用
関連

(九州)



□

新聞社［求人広告］（担
当者）

・平成も終わり、新しい時代への期待感はあるが、経済環境の変化
も大きく、業種ごとの好調、不調がはっきりしているが、その影響
は感じられない。

□

職業安定所（職員） ・求人数の減少以上に求職者の減少が大きく、また、新規求職者の
約半数を45歳以上が占める割合となっている。多様な働き方が今以
上に企業側に求められるなか、中小零細企業においては、このよう
な動きに対応できていない。

□

職業安定所（職員） ・新規求職者の減少傾向に歯止めが掛かっていない。有利な条件で
の転職を希望する自己都合や会社都合等が理由の離職者が減少して
いるためで、男女とも増加していない。

□
職業安定所（職員） ・求人の減少幅にもよるが、現状では減少幅はさほど大きくないた

め、大きな変動はない。

□
職業安定所（職業紹介） ・今後も求人数の増加傾向と求職者の減少傾向が続き、有効求人倍

率は高い水準で推移する。

□

学校［大学］（就職支援
業務）

・2019年卒業の採用充足が十分でないと答える企業が多いなか、イ
ンターンシップからの囲い込み等で採用方法の見直しの影響によ
り、現時点で2020年卒業生の求人受理件数は、前年よりも少ない。
企業側からは、業績等による人員削減という話を聞くことはなく、
人手不足で業務拡大ができない状態である。

▲

人材派遣会社（社員） ・生命保険会社のＢＰＯ（ビジネスプロセスアウトソーシング）セ
ンター等一部の業種では、人手不足が続いているが、他業種の求人
数は増えていない。

× － －


